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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 25年 8月 14日に公表いたしました平成 26年６月期（平成 25年７月１日～平成 26年６月

30日）の通期連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想の修正（平成 25年７月１日～平成 26年６月 30日） 

                       （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,379 525 492 452 128円 62銭 

今回修正予想（Ｂ） 3,346 263 240 237 63円 71銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △33 △262 △252 △214 △64円 91銭 

増 減 率 （ ％ ） △1.0 △49.8 △51.2 △47.4 △50.47 

(ご参考) 前期実績    

平成 25年６月期通期 
2,303 192 102 △293 △86円 03銭 

（注）当社は 2014 年１月 1 日付で普通株式 1 株につき 100 株の割合で株式分割を行っております。その

ため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、1 株当たり当期期純利益を算定してお

ります。 

 

２．通期連結業績予想の修正理由 

売上高は、当社グループの基盤事業となるＩＴ事業と建機販売事業は堅調に推移し、当

社グループのシナジーを集中した太陽光発電事業につきましても、好調な受注状況を背景

に売上は概ね順調に推移しました。しかしながら、当初期末に完成を予定しておりました

大型の太陽光発電所案件において、天候不順や工事現場の人員不足などの複合的要因によ

り工事の遅れが発生し、工事完成が翌期となったことにより収益計上の時期がずれること

となりました。その影響として売上で約２億６千万、粗利益で約１億２千万円が翌期であ

る平成 27年６月期での収益計上となり、この事が下方修正の主因となりました。営業利益・

経常利益では販売及び一般管理費につきましては、当初計画を下回る実績を残せましたが、

太陽光発電事業における為替の変動による仕入単価の上昇や施工現場における人件費等の

高騰が各段階での利益率を押し下げる要因となりました。 
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（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績につきましては、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以  上 

2 


